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　グリーフ・ケアは日本でも関心が高い。音楽療法におけるグリーフ・ケアは、理論的に
欧米から影響をうけ日本の臨床上のニーズに合わせて発展してきている。アメリカの音楽
療法のグリーフ・ケアに関する文献で、Journal of Music Therapy に最初に発表されたの








　The methods of grief care in music therapy in our country are appeared to be  theoretically 
influenced by that of music therapy in the United States and other western countries.Then it 
has been developing to meet our needs on the clinical basis. In the Journal of Music Therapy, 
the first article related to grief-care was published in 1977: “Music Therapy on Death and 
Dying”by Gilbert. The purpose of this study is to find out 　 the concepts of grief-care in 
music therapy and the clinical methods of music therapy for grief-care before 1977.Only 
5 articles obtained and there were some differences but progressive changes are observed. 
In discussion, the historical background,the concepts of grief in music therapy, and music 
therapy methods for grief care  are mentioned for further study.
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A Perspective of Grief-Care in Music Therapy of the United States 


















　 ア メ リ カ の National Association of Music Therapy（ 現 American Music Therapy 
Association,NAMT）が発行した研究雑誌 ”Journal of Music Therapy” で、音楽療法のグ
リーフ・ケアに関する論考は 1977 年に初めて掲載されている。Gilbert による、”Music 
Therapy on Death and Dying” である。この論文では、1975 年に Duberey&Terrill が報
告した “The loneliness of the dying person: an exploratory study” や 1976 年に出版され
たにエリザベス＝キューブラー・ロスの “On Death and Dying” を援用し、死を目の前
にした方々や遺族の音楽療法領域でのグリーフ・ケアへの可能性を説いている 4。Gilbert
のこの論文は、その後、アメリカの音楽療法の研究論文で多く引用されている 5　6　7　8。





　本研究では「悲嘆ケアとして音楽が使われた文献」について、Gilbert の 1977 年の “Music 
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【方法】
　英語論文データ・ベース PubMed で「Grief」または「Death」と「Music」または
「Music　Therapy」の 4 通りを検索し 1977 年までの論文を抽出、さらに、死別や喪失




Davis,Gfeller&Thaut の　『Introduction to Music Therapy』9 を参考にする。この書籍は、
アメリカ音楽療法学会から出版され、全米の多くの大学の音楽療法コースで教科書として
使用されている。この本の 第 1 章 “Music Therapy Historical Perspective”（音楽療法の




　PubMed で、「Grief」「death」と「Music therapy」あるいは、「Music」と 4 通りを検
索した結果、Obituary（訃報）や全く関連性を欠いているものを除くと、1977 年までの
論文は 35 報あった。そのうち、死別に関連する悲嘆に関しての記述があるものは 1 報だ
けであった。次に、 『Introduction to Music Therapy』の “Historical Persopective” から
は 1977 年以前が 11 報、そのうち該当するものは 4 報だった。同文献の “Music Therapy 
Hospice and Palliative　Care” の章には、1977 年以前の文献はなかった。
　これら合計 5 報は、出版年の古い順から① 1804 年の Edwin A Atlee10 による “Inaugural 
Essay on the Influence of Music in the Cure of Diseases”、② 1806 年の Samuel Mathews11 
による ”On the Effects of Music in Curing and Palliating Diseases”、③ 1918 年の Eva A 
Vescelius12 による “Music and Health”、④ 1954 年の Edward Podolsky13 による “Music and 






① Edwin A Atlee 著　“Inaugural Essay on the Influence of Music in the cure of 
Diseases”（The University of Pennsylvania 所蔵　1804 年　全 19 ページ）
　”THE UNIVERSITY OF PENNSYLVANIA; FIFTH OF JUNE, 1804”　“FOR THE 
DEGREE OF DOCTOR OF MEDICIN.” 記載があり、Atlee の、医学博士の学位取得のた





















　”Subsequent to the death of my former worthy preceptor, 　Dr.Edward Hand” という
記述からも、前任の教官との死別を経験していたと推測できる。（P.1）
② Samuel Mathews 著　“On the effect of Music in curing and Palliating Diseases”（The 
University of Pennsylvania 所蔵　1806 年　全 19 ページ）
　「FOR THE DEGREE OF DOCTOR OF MEDICINE.” “ON THE 21TH DAY OF 
APRIL 1806”（p.1）と記載されている。1806 年に、ペンシルヴァニア大学の医学博士の
学位論文として提出されたものである。Atlee 同様に、当時、医学生だったといえる。
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このことは、患者の状態に音楽を合わせるということと解釈できる。
③ 1918 年の Eva A Vescelius による Music and Health.（雑誌「The musical Quarterly.」 
Vol.4（3）. p.376-401 に掲載 . 全 27 ページ）





　Grief という言葉は使用されていないが、Death に関して、論文中の　“Music as 
Poison” のセクションで、次のような記述があった。「病人にとって死の恐怖はいつも存在
している」ので死の恐怖を増幅させないような選曲を強調し、「Darby and Joan や　The 
















④ Edward Podolsky 著、“ Music and Mental Health” （研究雑誌、「Mental Health」に掲
















⑤ Louis. M. Brown の “Music Therapy for Acute Grief”（Podolsky 編 書 籍「Music 
Therapy」に掲載。1954 年 . 全 5 ページ）
　Edward Podlsky 編著で 1954 年に出版された書籍「Music Therapy」に掲載された論
































　年代を比較すると、Atlee 論文が 1804 年、Mathews 論文が 1806 年、Vescelius が 1918
年、Podolsky 論文が 1954 年、Brown 論文も 1954 年である。Davis によると、アメリ
カ音楽療法で、音楽と健康に関連する最古の文献は、著者不明の 1789 年の Colombian 
Maganzine16 であるが、死別に関する記載はなかった。Mathews は明確に death と記載
しているが、Atlee の書いた Loss というのが、死別を含むものとして確定できれば、音
楽療法のグリーフ・ケアに関する記述のある文最古の文献だろう。
　「アメリカの急性の悲嘆のグリーフ・ケアの研究で嚆矢となった 17」のは、Erich 
Lindemannで、”Symptomatology and Management of Acute Grief”を1944年に発表した。
それ以前には、 Freud が、Mourning（悲嘆）について ”Mourning and Melancholia18” を





　次に、1918 年の Vescelius では、死の恐怖を抱える人たちに対して音楽が適切に提供さ
れないと、「Music as Poison（音楽は毒にもなる）」と述べている。彼女の論文では、「悲
しい思いを思い出させること」「死への恐怖を増長させること」は良くないことと認識し
ているように読み取れる。特に、歌ってはいけないとした、Darby and Joan は仲むつま





　さらに、1954 年の Podolsky と Brown の論文である。特に、Brown の Acute grief　
care について言及すると、この 10 年前に、前述の Lindermann の急性の悲嘆反応に
関 す る 論 文「Symptomatology and Management of Acute Grief」（1944 年 Journal of 











る。このようなことから、Brown が Lindermann の急性悲嘆の理論から影響を受けてい
たと推測できる。あるいは、当時、Lindermann のいう悲嘆が、医療や社会に受け入れら
れていた理論だったのだろう。
　本論の冒頭で述べた、1977 年の Gilbert の「Music Therapy on Death and Dying」は、
論題からもキューブラ ・ーロスの影響を受けていた。Gilbert は、Podolsky や Brown から、
約 20 年余り後になる。この間、イギリスのソンダースによるターミナル・ケア運動 19 が





　Atlee と Mathews がペンシルヴァニア大学の医学生であった 1800 年ごろというと、精
神医学の父といれる Benjamin Rush の影響は否定できない。Rush は、ペンシルバニア病
院（1752 年設立）21 の医師・教授、精神科治療で活躍、人道的な治療を取り入れたと言われ、
彼の著書「Observations and Inquiries Upon the Diseases and Mind」（1812 年）はアメ
リカで最初の精神医学の教科書となり、「精神医学の父」と呼ばれている 22。Mathews
は、Rush の患者の例をあげたが、Rush が治療的な音楽の効果を臨床研究していたかは
確認できなかった。Davis&Gfeller23 は、二人が Rush の影響を受けていると述べている
が、Atlee1804 年　と　Mathews が 1806 年に博士論文を提出しており、Rush の著書が
1812 年の出版となると、出版物の時系列からからみた場合につじつまが合わない。しか
し、ペンシルバニア病院の紹介文 24 では、Rush は「音楽鑑賞を患者に奨めていた」とし
ている。当時医学生だった二人が、教官の許可なしに勝手に患者に音楽を導入したとは考
えにくく、病院設立者で医学部教授の Rush の影響をうけていたことは想像できる。もし、







については言及していない。Atlee から Vescelius　の論文までの間およそ 100 年間ある。
Davis によると 19 世紀には、聴覚障害児などへ教育現場での音楽療法が開始した。また、
ブラックウェルズ島の精神病者の施設での音楽演奏、さらに、精神病患者に対する治療と





　さらに、Vescelius から Podlski や Broune までの 20 年間は技法や考え方がさらに進ん
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